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1969年度総会および研究発表会

1969年度総会および研究発表会は 5 月 21， 22の

2 日間，東医健保会館において開催された.

21 日の午前は恒例の総会が開かれ. 1968年度の事

業報告と決算報告，本年度の事業計画と予算案，会

則の一部改訂の審議，役員選出，大西賞の授与など

が行なわれた.

会則の改訂で，直接会員に影響の及ぶのは一般の

会費2.400円が3.000円に，学生の1.200円が1， 500円

1.総会記事

10:.資助会員の 1 口 30.000円が40.000円になること

ですが，実施は1970年からで，今年度は従来どおり

です.

なお，本年度の役員その他の人事は会誌の表紙裏

および総会記事に掲載されています.

春季研究発表会については，プログラムお上ぴ会

場別スナップを掲載しましに.

1) 1968年度事業報告 ための国内 Ok 文献の抄録活動ならびに IAOR

1. 研究発表会 VOL 8, No. 1-6 の国内頒布に協力した.

(1) 5 月 28. 29 日の両日，早稲田大学において (2) 第 5 回国際OR会議( 5 th International Con-

1968年度総会および第23回研究発表会を開催し ference on Operational Research) が来Tこる

た.研究発表は総数46件，特別講演 3 件(特別 6 月 23 日より 27日までイタリーのペニスにおい

テーマの信頼性に関する研究発表 6 件，特別講 て開催されるのを機会に ζ の会議に参加と同時

演 1 件)であった. に欧米の OR事情を視察するチームを派遣すべ

さらに，翌 5 月 30日には科学警察研究所を見 く会員に参加を求めた

学した 4 大西記念文献賞

(2) 11月 14. 15の両日，宮城県民会館において， 大西記念文献賞選考委員会の推薦lとより理事会で

第24図研究発表会を開催した.研究発表は総数 受賞者を決定しに

56件，特別講演 3 件(特別テーマの地域開発に 5. 研究会活動

|対する特別講演 2 件)であつに (1) 5 月 22. 23 日の両日，米同ランド・コーポレ

さらに，翌11月 16 日にはキリンビール{，l，台工 ーションのDr. Malcolm W. Hoag より iPPBS

場を見学した. とシステム分析」と題する講演会を経済団体連

2. 刊行物 合会と共催し，会員 10:参加の便を計った.

「経営科学」第11巻3. 4号，第12巻1. 2 号並びに第 (2) 研究専門委員会に「電力部会J が設立された

11巻特別号として「日本OR学会創立10周年記念特 (昭和43年10月 1 日発足)

集」を発行した. iJORSJJ VOL 10. No. 3. 4. 

VOL 11, No. 1, 2 を発行した

3. 国際協力

(1) IAOR (International Abstracts in Operaｭ

tions Research) 前年度に引き続き. IAOR の

6 事務所移転 l乙関する件

通常.学生並び 10:賛助会員より移転のための資金

をあおい?乙会員各位の協力により移転の目度が立

った.混乱をさけるため大会終了後早い機会に移転

春実施する予定である，
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7. 支部活動
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8. 会員の状況

通常会員(学工会. jt 1 瓦@ ~ jt 

1968年度入会 126 55 13 

; - 1968年度学主から移行 下 16 --16 --1一一一一一|

1968年度退会 31 0 -6 

1968年度整理 34 -1 

1968~lt五一一一一丁 1, 208 90 110 

種 別

1967年度末 1, 131 52 
(社)

103 
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JL 竺手 20 1 上と-
東北 77 03  

<þ干_____ 77 _I___~___ __ ____~5_____ 
!同_____ gtj __~5:____L___ _ ?~_____ 19 

竺円-一目 96 1 一一一8
九一 竺 L_ ___ _~~___J_ _ ____0 _____ 竺
合計 1, 208 90 110 

2) 1968年度決算報告

貸借対照表

1969年 3 月 31 日現在

借方 11 貸 方
現 金 14，日5 11 前期繰越金 1 3，仇 712

振替貯金 5， 976 11 前 受 金 178，側

小切手払口座 「 ふふつ「全一一手一言一五一二 一一 1
普 通 予 金三ん11 r 足時一一詰 i-亙下両瓦

!当 座予金| 2W9l! 当期運営残高 2， 587， 772
定期予金 4， 586，抑

未収金 586， 100 [1 

i干-庄一五~企 i ムヰ ~~~-f----------------[-I 

合 計 i 問7， 395 合 計|ふ肌悶|
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1968年度収支計算書

」一一一一一一一一一一一一一一 一

方
一一←一一一一一一一一一

科 日 金 額
一←一一一一一

賛 助 dZbてh 費 4.170.000 

入 yこ42h< 金 155.500 

j斗三Z 費 3, 119, 929 

賞 金 積 立 金 200, 000 

自 1968年 4 月 1 日

至 1969年 3 月 31 日

貸方

11 科目金 額

干U 行 費 .005 2.183. 

大 会 費 832.649 

線 集 費 230.933 

メZ午ミ il 為 費 261. 229 

通 信 費 594.725 

印 属。 費 637, 145 

事 務 費 1. 181. 592 

事務消粍品費 166, 978 

旅費 . 交通費 187, 232 

手 数 料 62, 715 

支 部 費 417, 200 

特別会費 2. 334, 500 11 F 0 R S 75, 451 

部会費 45， 000

A 0 R 94， 200[: 大西賞 100， 000

雑費 i 叫490
l' 会費徴収不能 354， 600

雑 収 入 867， 4回 11 賞金積立金 514， 875
退職積立金 363， 000

一一一一一一一I一一一一一一一一一一一一

計 1 10, 941. 591 1: 小計 8， 353， 819

当期運営残|乙587， 772

合計!叫94M9111 合計|叫941， 591

3) 1969年度事業計画

1. 研究発表会

春秋 2 回開催し，春季は東京において総会そかね

て行ない，秋季は名古屋の中小企業センターにおい

て10月 28， 29. 30 日 p:::開催する.特別テーマは「経

営計画とコンピューヲー J です.

2. 刊行物

(1) I経営科学J および IJORSJJ を各 5 回

発行する.経営科学の中に読みやすい頁を設け

る.

(2) 出版の件 IP P B S とシステム分析」のセミ

ナーの記録を出版の予定.

3 国際協力

(1) 1 AORICflお力する.

(2) 海外から来訪する OR 専門家と接触の機会を

つくる.

(3) 来る 6 月 23-27R円までイタリーのペニスで

開催の IFORS 国際会議参加および欧米の

OR事情視察団を派遣する.

4 第 6 回国際OR会議

1972年度日本で開催予定の第 6 回国際OR会議の

準備委員会を設立する.

5. 研究会活動

既設のスケツューリング応用部会，電力部会は引

き続き活発な活動をすると共K必要に応じ研究専門

委員会IC部会を設置する.

6. 視察団の派遣

ORIC関するテーマ別の視察閉そ派遣する予定.

7. 事務所の移転

6 月初旬新宿区市ヶ谷イ中之町18に事務所を移転す

る.

8. 日本OR学会大西記念文献賞

第 3 回大西記念文献賞の選考を行なう.

9. 受賞推薦
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松永賞その他受賞候補推薦に協力する.

10. 他学協会等との交流

他学協会等との交流を積械的I乙進める.

81 

11. 普及活動

講習会その他適当な普及活動を行なう.

12. 法人化を推進する.

4) 1969年度予算
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大西賞

支部費

雑費

事務 :1所移 t転費

家賃

退職積立金

賞金積立金

予備費

合計 I 13.加.772 11 
メ込
口 計 13.244.772 

155.000 

100.000 

431.000 

32.000 

1, 630. 000 

1.200.000 

452.000 

600.000 

319.000 
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5) 会則の一部改訂および補足

章条

1 第 3 章
第 10 条

第 4章
第 13 条

第 15 条

第 16 条

第 5 章
第 20 条

第 23 条

リn
Hハ

ι
ぺ
』

附
阿

現 tf 

会員は次の義務を負うものとする.
1) フェローおよび通常会員は年額
2.400円，学生会員は年額1.200円
の会費を納入すること，入会の際
には通常会員1. 000円， 学生会員
500 円の入会金を納入することと
する.

2) 賛助会員は年額 1 口以上の会費
を納入することとし.1 口は30.000
円とする.

3) 理事および監事は評議会員の互選
による.

6) 評議員は評議員会を構成し，第20
条K雇ìb る事項を審議する.

会長，副会長，常務理事，監事，
評議員，刊行物委員および幹事の任
期は 1 年とし，重任を妨げない.
理事の任期は 2 年とし，毎年その

半数を改選する.
理事はその任期中評議員の地位を

失わない.
理事は重任できないものとする.
面じ許議員会の承認を得た場合に

は 3 名「ほ丙正阪り理事の重任を認め
ることができる.
理事および監事に欠員を生じた場

合は，第13条 3 項の手続きにより，
補充することができる.
但し，後任者の任期は前任者の任

期による.

評議員会は少くとも年 2 回開かれ，
次φ事項~含めた本会の運営全般に
ついての重要事項を決定する.

前会長，フエローおよび支部長は
理事会および評議員会に出席し，意見
を述べることができる.

改 案正

会員は次の義務を負うものとする.
1) フエローおよび通常会員は年額

3.000円，学生会員は年額1， 500円
の会費を納入すること，入会の際
[乙は通常会員1. 000円， 学生会員
500 円の入会金を納入することと
する.

2) 賛助会員は年額 1 日以上の会費
を納入することとし.1 口は40.000

円とする.

理事および監事は評議員により評
議員の中から選出される.
但し，評議会が必要と認めた場合
は名誉蚕員およびフェロ -iJ)中から
理事を選出する ζ とができる

役員は評議会を構成し，第20条に
定める事項を審議する.

会長，副会長，常務理事，監事，
評議員，刊行物委員および幹事の任
期は 1 年とし，重任を妨げない.
理事の任期は 2 年とし，毎年その

半数を改選する.
評議員の中から選出された理事は，

その任期中評議員の地位を失わない.
理事は重任できないものとする.
但し評議会の承認を得Tこ場合 lとは

3 名以内記雇り理事の重任を認める
ことができる.
理事および監事に欠員を生じた場
合は，第四条 3 項の手続きにより，
補充することができる.
但し，後任者の任期は前任者の任

期による.

評議会は少くとも年 2 回開かれ，
次iJ)事項を含めた本会の運営全般に
ついての重要事項を決定する.

前会長，フエローおよび支部長は
理事会および評議会に出席し怠見を
述べることができる.

附則チ. この会則は 1969 年 5 月 22
日より施行する.
但し，第10条 l乙関しては 1970年

4 月 1 日より施行する.
1969年 5 月 21 日一部改訂しに.
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一
出
井
井
今
今
今
植
内
海
ト
小
小
小
大
大
丘
奥
加
加
柏
春
門
金
茅
唐
河
河
喜
菊
備
国
木
十
日
小
小
小
河
後
米
権
一

じ
一
円
青
朝
浅
石
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岡
大
大
大
団
鉄
局
力
酒
大
大
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ノ
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戸

4

ノ
介
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路

一
野
公
電

2

一
務
問
阪
調
副
工

一
山
路
局
部
高

一
勤
僻
事
神

一
阪
東
東
大
道
名
運
中
阪
東
東

治
一
郎
男
一
彦
聖
男
郎
一
典
郎
真
第

一
名
太
五
一

一
一

t

光
一
永
光
光
繁
英
直

一
世
藤
寿
晴

一
沢
下
脇
上
手
中
告
口
村
矧
部
巻

一
氏

一
南
官
官
官
村
村
村
本
森
森
森
矢
矢
八

鉄
ル
大
学
気
大
団
大
社
造
大
所
カ
大
大
一

ド
ヒ
電
酷
乍
一

一
ィ
浦
交
公
製
{
電
一

島
度
工
阪
製
北
一

引
い
越
市
融
々
車
立
国
一

菱
ブ

J
h

都
一

国
一
二
ダ
慶
信
東
広
帝
名
電
汽
大
日
中
東
東

浩
治
裏
恭
二
浩
満
義
保
吉
郎
茂
浩
一

英
純
竜
勝
博
一
一
喜
一

l

回
井
山
辺
辺
一

本
川
山
山
辺
一

柳
山
山
山
湯
依
横
横
横
吉
渡
渡
渡
一

一
一
気
力
団
大
研
大
大
設
大
大
大
大
営
大
研
社
研
大
大
鉄
大
大
大
大
大
い
一

一
先
電
公
央
ン
一

一
一
浦
電
路
屋
建
工
公
生
製

中
島
通
北
通
工
暖
数
工
畿

一
芝
国
道
古1

水
州
々
大
土
田
一

勤
一
京
本
日
野
一

一
東
四
日
名
豊
広
電
清
九
東
電
東
自
成
統
電
早
東
近
富
東
九
京
東
日
小
一

永
二
男
幸
郎
郎
久
一
二
雄
代
班
軍
治
郎
治
夫
一
彦
雄
行
文
操
久
尚
雄
郎
一

名

千
善

秀
滋
和
武
治
武
謙
映
波
建
活
都
康
正
武
武
茂
宏
利
宣

遼
鶴

l

壁
上
根
生

野
井
野
回
日
田
沢
森
川
多
司
島
田
野
島
田
国
富
村
浦

1
川
沢
一

江
川
田
ヨ

F

司
創

氏

I
E
-

一
原
平
平
飛
疋
福
藤
藤
掘
本
本
真
前
前
牧
松
松
松
松
松
三
三
三
御
南
南
一
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2. 支
P
旬
、J

A見
ロ 報 主主二

仁I

東北支部 研究発表会研究発表 54件特別講演 3 件

懇親会県民会館食堂 55名参加

1.事業報告 見学会キリンビ{ル仙台工場，

1.東北支部総会 松島海岸 32名参加

43. 6. 1 仙台電電会館 出席会員 18名 支部として全国大会準備委員会を設けて本部l己

記念講演「電子計算機の現状と将来」 協力した.

東北大大泉充郎教授 3. 会員の状況

2. OR学会秋季全国大会 祭助会員 3 通常会員約80

43. ll. 14-16 宮城県民会館 II. 収支決算

予

本部交付金

前年度繰越金 金
子

金
越

と
一
付
繰

入
一
世
一
交
度

，
一
一
部
年

一
一
本
前
利

一
一
円
円

収
一
算
一
州
山

算 予

支

算

出

決 算

合計 円。09
h
 

q
G
 

q
d
 

T
A
 

唱
i

59.000円 I'! 講演会謝礼 3.000円 1 講演会謝礼 3.000円
64.228円 I! 研究会謝礼 6.000円|通信費 210円

μ38円 1I 印刷代乱000円|総会(懇親会) 7.368円|
通信費ら000円!役員会費等 2.410円

総会役員会費 25.000円|予備費 112.678円

予 備 費 44.228円 I (残金44年度へ繰越)

12同6円|合計山m円 12同6円

III. 44年度事業計画案

講演会開催

研究会開催

普及活動 各職場の実情l乙合った普及活動

を活発に行なう

IV. 44年度予算

収 入 支 出

本部交付金(見込) 59.000円 講演会謝礼 5.000円 X2 10.000円

前年度繰越金 112.678円 研究会謝礼 5.000円 X3 15.000円

資料印刷代 50.000円

通 信 費 5.000円

交 通 費 10.000円

総会役員会費 25.000円

雑費(設営費その他) 10.000円

予 備 費 46.678円

一 ~t 瓦同一「 合戸示78円

V. 役員 晴山敏雄(東北金属)

支部長後藤壮介(東北電力) 富田耕造(河北)

副支部長本多波雄(東北大) 芳賀半次郎(東北大)

春山巌(電通局) 松田彰(東北電力)

評議員大島一男(東北地建) 御園生善尚(東北大)

加藤二郎(秋田大) 吉田均(電電公社)
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4 月 19 日(金) 17:30-18:30 

中産連ビル 集会室

①昭和42年度事業及び収支決算

報告

②昭和43年度事業計画及び収交

予算審議

③昭和43年度役員候補推選

松田武彦氏

④その他

特別講演

1M 1 S と ORJ

東京工業大学

(2 ) 運営協議委員会

〔第 1 回〕

1.とき

2. と乙ろ

3. 議題

桧山啓吾(電通局)

三国文治郎(東北電力)

本間四郎(東北電力)

木村正行(東北大)

関弘一(東北金属)

加賀田晋成(東北地建)

石丸幹芳(河北)

庄司恒雄(電通局)

事

事

86 

監

幹

中部支部

2 月 5 日(水) 18: 00-20 : 00 

中産連ビル 集会室

昭和44年度秋季OR大会

名古屋開催について

〔第 2 回〕

1.とき

2. ところ

議題

OR研究会

3. 

2. 

1. 昭和43年度事業報告

(1) 昭和43年度定期総会

1.とき 6 月 18日(火 9 : 30-12 : 00 

2. ところ 中産連ビル集会室

3. 議題①昭和42年度，事業報告及び収支

決算承認の件

②昭和43年度，事業計画及び収支

予算審議の件

③役員選任の件

発表(講演)

当
徳

H
W担

α
化
久

力
械

電
機
本

部
務

中
事
榎

(株)電通
名古屋支社
近藤喜

「広告費の決定」

4/19 

5/24 
典

学大
授
武

業工
回
京
教
東
松と ORJ1M. 1. S. " 6/18 

彦

当
徳

約
担

体
化
久

力
械

電
機
本

部
務

中
事
榎

「シミュレーションによる極値推定誤差
について」" 7/19 

学
武
大
授
屋
回
古
教
名
飛

卒

l 日立システムエン

" 10 R的問問乙つL てJ …叩| 取締役開発部長
1 多田和夫

l 「M I S I乙必一計算酬につ! 恥パック(株)
|いてJ 小林功武 | 

「確率過程について」" 

H 

8/23 

9/17 

10/18 
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月日!ところ| テ ー マ | 発表(献

11/22 叫ビル [「都市閤山る大量輸送J 電子計算部長 l r~ -:::i::': ~I. 7""}-，， l 4- ":": -I-JEl..;I;ê~V;.! 名古屋鉄道(株

I (スカイバスについて 村手光彦 | 

!日本アイビーエム(株)
12/23 1/ IG.P.S.S. とその適用例についてJ 1:名古屋データセンター

| 山根孝善

l 松下通信工業(株)
2/7 1/ 1 1M. 1 . S. 時代の OR ワーカーの役割J I 開発部長

唐津

小野勝次支部長

l乙栄転の祝賀会3. その他の会合

10月 18 日

小野支部長台湾渡航壮行会開催

3 月 28 日

OR研究会より記念品贈呈

4. 会務

1. 箕助会員の移動

小野支部長 名古屋大学より静岡大学学長

i下J:〓\三lJI

入

退

減

乙'"

"'" 

b. 
二Eミ

rJ 

中部火力工事(株)

三井東圧化学(株)名古屋工業所

三菱化成工業(株)四日市工場

東京芝浦電気(株)名古屋営業所

日本碍子(株)

目立システムエンジニアリング(株)
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5. 昭和43年度決算報告

自昭和43年 4 月 1 日

至昭和44年 3 月 31 日

i収支決算書

日本OR学会中部支部

o R 研究会

「 -JJlZJi--子十-LJJ|
本部 ajc 本部送金

本部未送金分

①前年l瓦云一戸一

350.000 

30.000 

補 助一ユ一，-1 9卯0仏Mω.0∞鵬0∞0 一一1--一 ( 

収入

③=①+②合計

支 出

研究会収入

預金利息

②当期計

会議会合費

研究会費

~ 場 費

印 崩1 費

通 信 費

雑 費

事 務 費

4.306 竺乙
94.306 

l 幻7.911 I ぷ7

18.510 1, 690 

10.000 30.540 

12.900 31.910 

6.820 1, 500 

4.570 5.105 

3.194' .・ 43.515 
剣勝W常呂盟
15.000 15.000 

350.000 

30.000 

171.600 

10.238 

271.838 

20.200 

40.540 

44.810 

8.230 

9.675 

46.709 

30.000 

④当期計 1白 864129.530 235 鈎4

当期収支差ヲ!日|ム叫558 ム 002 17Ji 
- 繰一越③-叫 ん 348.538 ーに
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貸借対照表

昭和44年 3 月 31 日現白ミ

日本OR学会中部支部

o R 研究会

科 目 金 額 科 目 金 額

銀 行 預 金 478, 585 OR 学会繰越金 123, 605 

未収研究会費 42, 000 OR 研究会繰越金 300, 536 

当期 o R 学会残高 ム 11, 558 

当期 OR 研究会残高 48, 002 

預 り 金 30, 000 

未 払 金 30, 000 

ム日 計 計 520, 585 

「詮」 中日新聞賛幼会費

未収研究会費 未払金

日本 1 B M  36, 000 中産連支払分事務費

南濃商事 6, 000 学会 a/c 15, 000 

預り金 研究会 a/c 15, 000 

昭和44年度収支予算

(昭和44年 4 月~昭和45年 3 月)

日本OR学会中部支部

o R 研究会

下てこ二三一 二一|学瓦 研究会 ぷ為
日 計

本部よりの交附金 90.000 

人法入28

収 入 | 研究会会費収
個人 1

l日1. 言十 90.000 

90, 000 

171, 600 171, 600 

凸
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U

n
U
A
U
A
U
A
U
A
H
V
A
U
A
U
n
u
n
U
 

A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U

一
ハU

5
5
0
7
0
5
5
3

一
O

。
4
1
A
τ
i

司
ム
守

i

一
n
v

費
費
費
費
費
費
費
費

4

E

E

ｭ

E

-

4

・
一
ふ

l

会
場
刷
信
務
一
言

究
一

議
一

旅
会
研
会
印
通
事
雑
一

出
一

一
合

支
一

261.600 

15.000 40.000 

15.000 30.000 

70.000 80.000 

30.000 37.000 

10.000 20.000 

10.000 15.000 

15.000 30.000 

6.600 9.600 

17同o 26附O

171, 600 

前年度繰越金 460.585円(学会112， 047円

OR 研究会 348， 538円)は予備金とする.
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4. 本部との関連の密接化

を上記のJI債の weight で意図してきましに.

この実績は，大略，次ぎの通りであります.

( 1 ) 共同の勉強・研究の会合の振興

中断していた関西支部における共同の勉強・研究

をきかんにするため，グループを 6 つ作り，関西に

おけるグループ研究を促進した.そして，乙れらの

研究会(本部からの援助費による)を公開でおこな

う ζ とにし，支部会員は予め通知をうけて自由に，

興味のテーマ，都合のよい場所・時間に次表のどの

クゃループにも参加出来るようにした.

90 

関西支部

昭和43年度 日本OR学会関西支部活動の概要

昭和43年 5 月からこれまで途だえていた関西にお

ける ORの支部活動の体制を再建し，民主的に活発

イじするととを計画してまいりました.

このために，基礎的に

支部における共同の勉強・研究会の振興

支部における OR普及活動

OR学会の会員を増す活動

1. 

2. 

考 (場所・時間Subject 備

3. 

Group I 代表 j

一
題

一
諸
一
的
一

R

一

O

一

4
。

-
お一
蹴
一
刻

一
生
生

一
先
先

一
二
綱

一
栄
木
十
料
伽

京大・工・数理工学教室講義室
1968(12.27) 
1969(1.22， 2.22， 3.12) の午後 2 時から

Stochastic Analysis of 
Traffic Flow Theory 

1 marketing 
2 Renewal theory 
3 mathematical 

programmmg 

久先生三根R, 

、6
り

ふ
H
N

科
時
木
室
2

土
究
後

通
研
午

交
画
曜

.
計
木

工
通
一

・
交
第

大
輪
月

京
運
毎

大阪大学経済学部横山先生の研究室
(連絡角田氏)
毎月第一木曜午後 2 時から

Search Theory and 
Combinatorial Theory 保先生績山

R, 

R3 

大阪大学工学部晴l島)
西田先生の研究室
毎月第 3 月曜午後 6 時から
(連絡栗栖氏)

Queing theory and 
Maintenance policy 西国俊夫先生R. 

大阪大学・基礎工・数理学教室
(豊中市待兼山)
毎月第 3 土曜午後 2 時から

Information and 
Decision Processes 
(Game theory and math 
programming をも含Ù')

実理事

ω

一

一
昨
恥
一

時
釦
一

庄
会
伴
日
一

経
協
部
曜
一

学
格
支
水
則
一

大
規
西
3

町
一

立
本
関
第
畑
一

蹴
一
品
目
蜘
一

大
又
又
月
伐
←

The sequencing problems 加瀬滋男先生
浅野長一郎理事

坂UR5 

R6 

なお，教材・会場・茶菓・労力の費用としーて，各班とも 2 万円を支出しました.
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従来，この種の活動が途だえてきた理由として ループの編成をも検討し，また応用面への接近をも

(イ) テーマが多岐にわたり，またその水準も揃わ 新fこに立案する段取りである.

ず，参加者の興味が減じられる (3) 学会員の増加活動

(ロ)距離的に毎回 1 カ所に集まることが出来にく 上記の各項の PR をふくめて，学会活動の根幹は

個人会員にあると考え，当支部では個人会員への加

け 時間的に不都合が生じやすい. 入を日常に勧めてきた

(ニ)毎回 1 ヵ所で行ってきた過去を知ると，つい このため， 43年度中に郵送又は手渡した会員申込

Kは数名しか集まらない乙とが多かった. みハガキは73枚にのぼった.

などに原因した. しかし，この中，どれ程が入会したか，支部では

今回の 6 班の編成により，これらの難点、が大巾に 明らかでないが， 30名の新入会は確定と数えられる.

改善され，従来より活発化したと考えられる (4) 本部との密接化

(2) 0 R普及活動 当支部としては，まず地元関西における OR と学

本年の 4 月中に，上記の成果の報文集を作成し， 会活動をきかんにする基礎がためが先決と考え，こ

関西支部の全会員に配布する.現在，この編集を次 のためにも本部との良い意志の疎通性を必要とする.

ぎのように行っている. したがって，昭和43年度の学会・副会長・常務理事

さらに，本年 5 月以降に ζ の各グループの成果内 会・理事会lこはつとめて参加し，欠席は 1 回のみで

容を支部大会で発表してもらい，討議を行う. あった.また，本部事部事務局とも必要K応じ連絡

この発表会と支部総会を兼て行い，上記の成果と を行った.

意見をあつめる.なお，その際には，新たな研究グ

日本OR学会関西支部昭和43年度会計報告

1. (収入の部)

前年度よりの繰越金(西国・朝尾両理事よりの引きつぎ分)

本部より関西支部への入金(銀行手数100料円を除く)

銀行利息

計

2. (支出の部)

理事会出席旅費(のべ 8 回)

班別研究費 (6 班)

事務費(宛名がき，その他労賃)(3 名分)

通信費(切手・ハガキ・送金料)

計

3. (差引き残高)

￥259， 293. ー￥ 183， 480. =￥ 75， 813 

昭和43年 4 月 24日現在

￥ 156， 437 

￥ 98， 900 

￥ 3， 956 

￥ 259， 293 

￥ 53， 280 

￥ 120， 000 

￥ 2， 100 

￥ 8， 100 

￥ 183， 480 

但し， ζ の中からまだ43年度研究報文集の発行代を支払わねばならない.

現在高 ￥ 75， 813 
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中国四国支部

昭和43年度事業報告

1.総 メ~ 1 回 43. 7. 13 会場 広島商工会議所

2 運営協議委員会 2 回 43. 7. 23 会場 東洋工業

ならびに幹事会 43. 8. 8 /1 セントラル・ビル

3. 研 修 'Íミ> 1 回 43. 8. 20-22 会場 東洋工業， 0 ・ R夏季研修会

6 テーマ，参加18社28人

4. 研 究 ~ ル 1 回 43. 12. 14 会場 広島大学工学部 2 テーマ

5. 議 演 JZ与ミ 5 回 43. 6. 24 会場 広島商工会議所

題目，システム計画の実施例について，

唐津一

43. 7. 13 会場 広島商工会議所

題目，近代経営と MI S. 

松田武彦

43. 8. 29 会場 中国電力

題目，米国における電子計算機利用状況を視

察して，

横山保 高代三良I~

43. 9. 17 会場 広島商工会議所

題目，通信回線と電子計算機との結合による

情報処理の将来について，

林一郎

43. 12. 13 会場 高松電気ビル

題目 企業経営と電子計算機，

坂井利之

昭和43年度収支決算書

自昭和43年 4 月 1 日

歪昭和44年 3 月 31 日

二
ト1
1
1
1
1
一
!

8.960 

11.151 

メ込
口 五十 97.525 
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昭和44年度事業計画 (2) 講演会 年 4 回

1.会 議 (3) 研究会 3 カ月に 11司

(1) 総 メ三弘五 1 回 (4) 持及活動

(2) 運営協議会 210J (1) 四国地方及び宇部を中心

2. 事 業 にした普及活動

(1) 夏季研修会 開催地 高松市 (2) 賛助会員並びに一般会員

期間 2 日間 の拡大

昭和44年度収支予算

| 竺 ーァ竺 一一三一一一一一竺-
|科 目|金額|科 目 i 金額 i

本部交付金!凡∞。;会合費 ふ 000
l 前期繰越金 11.151 通 信 費 !…| 

印刷費 l
事務費 12， 000

講演会費 20, 000 

研究会費 20, 000 

雑費 3， 151 

|合計 _~~~l~!~_~i 合計 85, 151 

九州支部

1) 1968年度支部活動報告

1. 主な会合

(1) 第 3 回支部総合開催

日時 昭 43. 5. 10 16.30--17.30 

場所 福岡・生産性九州地方本部

議事 ① '67年度事業報告・収支決算報告

② '68年度事業計画・収支予算決定

③ 役員改選・本部役員の推薦

④ 学会関係報告

(2) 支部運営協議会開催

日時 昭 43. 5. 10 

場所 福岡・富士ピル

議事 事業の報告および計画

(3) 理事会出席

第 3 回理事会東京内山支部長・三上理

事

第 4 回 " 仙台三上・堀川理事

2. 部報 iOR九州J の創刊

支部発足 3 年目を迎え，活発なコミュニケーシ

ョンを喚起するため，ニュースを盛り込入 Tご部報

iOR九州J を企画創刊した.

主な記事は表1.のとおり.

3. 域内協力その他

(1) 共同研究会の開催

ケーススタディ，グループ交流の場として，多

数の適用事例が発表され，マネジメントサイド‘か

らも OR を中心K経営全般にわたる問題について，

情報の交換が行なわれた.

。 九州 OR共同研究会

発表テーマは表 2 のとおり.

ο 福岡地区OR研究会

発表テーマは表 3. のとおり.

(2) 講演会・講予司会の開催

。 講演会

アーマ 「企業の研究開発業務へのア

プローチ」

講師 九州工業大学教授

堀川映二氏

日時 昭 43. 8. 28 

場所 北九州・八幡化学<戸畑>

0 講習会

く〉 第 2 回 OR基礎コース

主 催生産性九州地方本部

共 費九州 1 E協会・日本OR

学会九州支部
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講 師九州大学工学部教授

三上操氏

11 U!i ・場所昭 43. 5. 23-6 

22<8 日間>・福岡

座談会出席八幡製鉄所同Ij技師長

内山辰丙氏

西日本鉄道監理部長

梅根定氏

。 幹部のためのOR講座

共 催九州 1 E協会・日本OR

学会九州支部

テ ー マ「経営活動における OR

の役割」

講 師九州大学工学部教授

三上操氏

日時・場所昭 43. 4. 4-5. 芦屋

(3) その他

。 最適制御の参考書紹介

OR九州第 3 号へ掲載

。 セミナー IP P B S とシステム分析」

に参加

講 師 Malco\m W. Hoag 博士

日時・開催地昭 43. 5. 22-23 ・東京

O 会員の状況

一一一一一一o 

1967 ・ 3 I 47 0 I 4<8 > 

I~竺3 1_ 竺竺竺
(1??と3 上f空 o _1三竺三

10 R 九州J の主な内容

No. 発行 1 主 な 記 事 と 執 筆 者

i 1. I '68. 8. 1. I 0 巻 頭 言部報の創刊に際して支部長八幡製鉄所 内山辰丙氏

。提 言 だろう手でない手 九州工業大学堀川映二氏

I 0 セミナー報告 IP P B S とシステム分析」
八幡製鉄・八幡製造所村上紘一氏

10 紹 介 rOR用語の J 1 S J 制定に参画して

九州大学三上操氏

2. '68. 11. 1. 0 巻 頭 言 OR活動成功への途

副支部長・九州大学三上操氏

0 事 例物的流通の合理化 八幡化学浜口隆也氏

。随 想延岡から 旭化成阿部正治氏|

3. '69・ 2・ 1 ・ o 巻頭言 ORの展望と使命 九州電力太田五郎氏

。考 察情報検索 九州電力池田哲郎氏

。ル ポ '68 秋季研究発表会 1<::参加して

八幡製鉄・戸畑製造所山村千春氏

0 紹 介最適制御の参考書 八幡製鉄所 OR グルー
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I'f 支発

九州 OR共同研究会<第23-26回>発表事例一覧

マア

く〉

|ド'1 開催日|開催地!参加
23 S 13 小倉

5. 241ft友会属
f全金小企製鉄原料配合計算の一方法について

11 

PERT活用によるロール組替作業の合理化 11 

24 i S 43 戸畑 ; 当所における流通コストについて ! 八幡化学
8. 28 i八幡化学! 一一 ; 

39 : 現業サ{ビス要員算定のためのシミュレーションについて | 九州電力 i 

化成生産計画機械化について | 八幡化学 1

l25(S43!福岡 送電線建設工事へPERTの導入事例 | 九州電力
11. 21 !九州電力l

43 I 子持信子おける工程改善と要員…ぃτ :西日本鉄道

水力発電所建設工事用のパラセメント抜取検査について | 九州電力

I 26 S 44 八幡 l 設計業務における電用部品の展開とその利用について J 安川電機 ! 
i 2. 21 :安川電機 41 一一一一一一 一一一千---------

製品在庫の集中管理はる合理化について " 

手入コスト低減調奈44 

福岡地区OR研究会<第15-18回>発表事例一覧

|回!開催日 1 開催地 i 参加! テ ー マ |発表者 i
15 i S 43. 福岡 長期要員計画の検討 1 九州電力 l 

6. 28 I西鉄 i-.

ガ千戸売量の予四 一 !?1守一竺|

し 上 平均とおtt竺間平均一? 一一 ~~干狩 1
16 So 4~: IJ.." J ガス販売量重回帰分析の一つの試み | 西部ガス | 

9. 11 !九電|
1/1.1 大牟田線駅務掛員の適正配置 | 西日本鉄道 [ 

委託工事此もなう支払保留金の想定について J 九州電力 1
S 必 iff i l ガス販売量の予測について l 西部ガス | 
12. 6 I西部ガス

シミュレ{ション適用附ける問題点について |九州電力 | 

経営層・管理層のための E. D. P 教育 [ 西日本鉄道 | 

S 44 ・ I " 電車定期修理工程改善 " 
3. 18 西鉄

計量モデルによる経済見通しについて i 九州電力 l 

ガス料金入金管理業務の機械処理について 西部ガス

。

7

8

 

句
i

噌
i
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2) 1968年度支部会計決算報告

収支(項 目
1・ '67年度からの繰越金

2. 支部費

3. 雑収入

l 銀行預金利息 上期分 566 

l 一三円分間
l 合計

1.会議費

(1)支部総会費

(2) 支部運営協議会費

(3) 本部会議費

2 研究講演会費

3 部報費

4. 通信連絡費

5. 予備費

メL
口

l収 入

支 出

'69 年度へ繰越金

牛
1

-
-
ロ

<'68 4. 1. -'69. 3. 31> 

|予算|決算

lz。。;(立。。;
6191.306  

100.000 

…l 
25.070 

11.370 

3.700 

10.000 

20.000 

11.000 

3.868 

895 

3) 1969年度支部活動計画

昭和41年 5 月学会の要望に ζ たえて支部設立以来，

われわれとしては， 情報の交換， 相吾啓発， 部報

rOR九州」を創刊するなど， 実質的な活動を通し

て，地域産業社会の発展および経営の効率化に寄与

すべく鋭意努力を重ね今日に至っております.

本年はさらに，学会の内外機関といっそうの連携

をはかり，

1. OR を含む経営情報の提供

2. 企業における OR交流の展開

を行なうことをテーマに，産業における ORの研究

と情報の有効活用を白指し，会員の理解と協力 p::基

づく総合的な活動を推進していきたい.

議会合

1. 支部総会の企画と運常

2. 支部運営協議会

3. 研究発表会・理事会への参画

E 情報交換・研究活動

1. 部報 rOR九州」の編集・発行

前年度に引続き，部報の発行を定期的に企画

し，意志の疎通と相互の理解交流を活発に推進

する.年 4 回<5. 8. 11. 2 月>配布.

2. 情報・資料サーピス計画の立案実施

経営上の問題IL対する ORの研究と活用の積

極化を促すインフォーメーションサービス.

3 研究活動

(1) 団体交流の充実向上

管理技法の相互啓発，レベルアップをはか

るため，研究会は会員相互の理解と連帯のも

とに継続して実施する.

(2) 個別交流の推進

研究会は，ほとんどかたまってきたので，

地域活動における経験交流の重要性を深めて

いくため，個人・グループもしくは代表者相

互の交流，交歓・共同活動を進める.

皿域内協カ

1. 講演会・懇談会等の開催

機会あるごとに講舗を招いて，いろいろなテ

ーマを組む.

2. 講習会の実施

。 OR基礎コース

年 1 回，福岡

<> 幹部のためのOR講座

主 催生産性九州地方本部

共 賛九州 1 E協会・日本OR学
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日本OR学会九州支部

5 I 総会研究官 |第 4回支輪 I r 0 R :tL1'liJ 4 号

7 I 

151ム ト 了一云「 石山ム) 1 

9 !I m臨ス)!

究長会(名古屋) I 支部運営協議会

1 I ! トー l 九協業
|理事会 !I 福岡0 私鉄) I 

!会 l i J 1 1 -l  

OR基礎コース
(福岡)

普及・教育

!I 

グループ研究

九州OR
(西鉄)

1 

2 

3 

12 

45. 
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1969年度支部会計予算4) 

<'69. 4. 1. -70. 3. 31. > 

徳1金円項

43.854 '68 年度からの繰越金

52.000 費部支

1, 146 

97.000 

11.000 

20.000 

16.000 

5.000 

45.000 

雑収入<銀行預金利息>

言十

費

費

費

費

資

動

申告

議

報

活

連

備

入

i 支

究

信

メ為
口

メ斗
;z:;; 

予

部

研

通

支収

1. 

2. 

3. 

1 

2. 

3. 

4. 

5. 

収

97.000 計

情報資料サービスに必要な経費は，研究活動費のなかで負担すろ.

3. 

メ込
口

研究発表会プログラム

<注>

開会の辞

総会

特別講演

未来と技術予測…...・H・..…・ H ・ H ・.....・ H・.，……朝日新聞社

特別講演

システムと OR." ・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・..….，.・ H ・..早 大松田

On the Network Representation of the Railroad Traffic Capacity 

中央大山 ID

A N ote on Highway一一Merging Problem with Acceleration Area 

京郡大三根

/1 三村

長田

~{沼

IfJ 辺

11:口

(※印発表者)

純之助

正

孜

回岸

日題演講

5 月 21 日

発表番号

1, 1-2 

1. 1-3 

1. 1--4 

1, 1-1 

※
 

久
猛
博

良
一
限
法

連結された 2 つの道路網の最短経路…………中 央 大

蛇ノ目電機

東芝

1. 1-5 

二※

Prof. Samuel Mermin 

特別講演

On the Use of Computer in the American Law 

ウイスコンシン大学

1. 1--6 
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発表番号 講 演 題 目

1. 1-7 押しボタン式交通信号K関する一考察・H ・ H ・..京 都 大 三根 久

H 長田 博※

1. 1-8 一般のネットワークにおける貨物集結問題…鉄道技研 鈴木誠道

1. 1-9 エレヴェータ交通の平常時における乗客到着モデルの提起

菱電機 小池将貴※

11 大西祥子

11 藤田 明

11 寺山佳佑

1. 1-10 待ち行列系 M!G!I におけるある種の最適問題について

京 都 大 大野勝久

" 上回 徹※

1. 1--11 多段階線型計画と中央集権決定行動モデ、ル…日立製作所 江藤 肇

1. 2-1 A Method of Evaluating an Agricultural Development Programs 

Jj¥ 都 大 丸山義陥

1. 2-2 Areal Concentration of Commercial Function (1) 

北海道大 山村悦夫

1. 2-3 A Dynamic Model for Marketing・ u・..……京 都 大 古田益穂

1. 2-4 多階層組織の管理システム・H ・ H ・..…...・ H・..…東 工 大 松田武彦

" 諸星拓二※

1. 2-5 マーケティングにおける O. B. S. の導入

生産財マーケティング研 大石展緒

1. 2-6 社内原料配分計画について・H・ H ・.....・ H ・ H ・ H・..富士製鉄 松村茂行

11 堀 武寛※

11 牧 登吉

1. 2一 7 造船工場組立工程のスケジューリング・H ・ H・..三菱重工 黒田英夫

1. 2-8 ジョブ・ショップ・スケジューリングの解法

電気試験所 高木正英

2. 1-1 複数待ち行列の解析…....・H・……・・……...・H・-電 通 研 橋田 温※

11 中村義作

2. 1-2 Tandem Queue with Erlangian Inputs and Finite Waiting Room 

大 阪 大 西田俊夫

住友金属工業 綿田 弘※

2. 1-3 有限待ち行列回路の数値解法…...・H・..…・・…九 州 大 須永照雄※

11 福山忠彦

2. 1-4 First-Passage Distribution of Queues with General Input and its 

Application to Characterization of a Complex System 

名 城 大 中川原夫

2. 1--5 Finite Queue with general Input.... ・ H・-…名 城 大 中川軍夫

2. 1-6 TSS に関連する待ち行列について (ill) …広 島 大 福田治郎

2. 1ー 7 ある種の待ち 在庫模型…・・…...・ H ・.....・ H・..統計数理研 牧野部治

2. 1-8 TSS における Round Robin 方式の待ち時間分布の解析

電 通 研 塚本必約※

11 中村義{乍
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日題演議発表番号

2. 1-9 

100 

津唐

演

情報産業とその発展について…...・H ・.....・ H・..松下通信工業

System ReJiability and Signal Flow Graphs 

京

講月日特

治

彦※
<� 

俊

明

崎

原

柄

尾

二次元指数分布の Redundant 部品を持つ複合システムの取替問題

大阪大田

I! 栗

大都

2. 1-10 

2. 1-11 

文正佐々木大衛

ノモグラフによるシステムの最適値決定( 2 ) 

防

Media Scheduling in Advertising Campaigns 

京

2. 1-12 

2. 1-13 

久

也※J慎

根

井新

大

企業の成長と安定-MI S との関連において

追手門学院大

都

:毒崎日

最適在庫過程の解析的数値的研究-Illー多段ゲーム

東京都立工業短大

2. 1-14 

男敏中国

(0-1) 変数非線形計画問題に対する ImpJicit Enumeration について

京都大成久

2. 1-15 

之i芋

ある種の Continuous L.P. 問題lこ対する解法

京

2. 2-1 

2. 2-2 

久

誠※

※
 

久
之
文

恨

根
久
達

中

三
成
天

大

(0-1) 変数線形問題に対する GeneraJized Origin による

Direct Search Algorithm …...・ H・..京都大

I! 

部i

2. 2-3 

洋
洋

※
 一行

健

正

部

村

阿

木

大::lt Branch and Bound 法と並列処理・・H ・ H・-…東

推移確率行列が未知なマルコフ過程の最適制御

東

2. 2-4 

2. 2-5 

※
 

謙

正

野

村木

大::lt 

※
 

久
之
行洋

範

根
久
地成

方日

大都京

Stochastic Programming I乙関する一考察2. 2-6 

I! 

Some Remarks on Optimality Conditions 

for Markovian Programming ……京

2. 2ー 7

雄止二
tコ畑凶大剖i

Yates の算法を応用した凝似正規乱数について

東 正沢

Non-Linear な Parameter を含む曲線のあてはめとあてはまりのよさの検定

岡山理科大 仮谷太

二と
仁3大

2. 2-8 

2. 2-9 

夫竜出野

ある領域における最小自乗法について(第 2 報)

大谷技術短大

2. 2-10 
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2, 2-11 Parametric Goa! Programming による投資案評価lζ関する研究

東 工 大 松田武彦

N 宮嶋 勝※

2, 2-12 季節変動の指向性のはげしい需要の季節調整について

中国電力 米原正尚

2, 2-13 翌日負荷予怨について・H ・ H ・-…...・ H ・.....・ H・..中国電力 横凶修活

11 高木茂之※

1969年春季研究発表会報告 第 2 会場

事ムは第 2 会場の研究発表を一通り聴いたが，研究

発表の要領が大変よくなってわかりやすくなったと

思う.また，実際の問題に密着したものが多かつに

せいもあろう.

我々企業倶~の者が， OR学会の研究発表会に期待

しているものは

(1) 各企業においてどのように問題が解決されて

L 、るカ〉

(2) 新しいRO的あるいは数学的考え方を知りに

L 、

の 2 点が主であると思われる. (1)には勿論現実の問

題がどのように解決されるべきかという事も含んで

いる.このようなことを述べた論文として

A Modul of Evaluating an Agricultural D钁e 

lopment Program 

等約半分の論文を大変興味深く聴く事が出来た. (2) 

l乙関しては新しいアイディア，手法を述べたものは

残念ながら少ないように感じられた.

2 日目の午前は整数解 LP の解法l乙関する報告が

集中したが，現在各国で計算速度の競争が行なわれ

ている分野でもあり. もっと多くの報告が集まり圏

内でも競争が行なわれれば楽しいと思う.今回はま

だ他の方法との実例による比較はあまり行なわれて

いないので残念であった.極論すれば，この分野は

プログラム・テクニックも大きく影響を与えるので，

実際の比較データを発表して欲しい.

興味深く闘いに報告

1. A Method of Evoluating Agricultural Deve-

lopment Program 京都大丸山義陥

新品種，新耕種法を導入するとき農民がその

時に当面する危険，不確実性K対してどのよう

に反応するかを計数的lζ分析しようとするもの.

2. Areal Concentration of Commercial Func-

tion (1) 北海道大山村悦夫

北海道における種々の商業の集積状態をグラ

フから読みとれるようにし.集積状態を明らか

にした.

3. 多階層組織の管理システム

東工大松田武彦，諸星拓二

松田先生が最近よく話しておられる日米聞の

管理組織の相違つまりトップ・ダウン型とボト

ム・アップ型をある製造販売会社を例にしてモ

デル化しシミュレーションを行ったもの，是非

もっと詳しく聞きたいものである.

4. 造船工場の組立工程のスケジューリング

三菱重工黒田英夫

大きさの決っている定盤上で種々の船を組立

てる時のスケジューリングを行なうもので.造

船IC要する定盤上lこ占める広さが船によって異

なるためむずかしい.

5. Branch and Bounp 法と並列処理

東北大阿部健一，木村正行

整数解線型計画法の 1 つの解法 Branch and 

Bound 法K並行処理をとり入れる事の可能性

と手法を数学的l乙展開したもの.

6. Non-Linear な Parameter を含心曲線のあて

はめとあてはまりのよさの検定

岡山理科大仮谷太一

成長曲線(ロジスティック曲線)のあてはめ

方法を述べたもの

7. Parametric Goal Programming による投資案

評価l乙関する研究

東工大松田武彦，宮島勝

投資決定の問題は他の計画，例えば生産計画

，販売計画などを固定して論じられて来Tこが，

この研究ではそれらを総合的に論じようとい主

ものでシミュレーションを行っている.

8. 季節変動の指向性の激しい需要の季節調整につ
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いて 中国電力米原正尚

EPA法による季節修正は，データが指向性

(上昇，下降)を持っている時には，最近時の

修正値が実際の傾向よりも小さく出ることを指

摘し，最近時のデータ iこウエイトを加える EP

Aの修正法を報告しに

特別講演 「未来と技術予測」

朝日新聞社岸田純之助

多くの工業論国がl直面しているのは，開発対象と

してどのような題目を選択してそれにどれだけの費

用を配分するのが最も望ましいかと L 、う選択と決定

の問題である. このためには技術予測に対する体系

的な接近法を確立することが必要である. OECD 

の科学顧問エーリヅヒ・ヤンツの「技術予測の展望」

(1966) が，世界の技術予測の方法について，体系

的な調査を行なったのが，すぐれたものである.ヤ

ンツは技術予測約 100 種の方法を 221こ分類し，さら

に 4 つに大別した.

①直観的手法 ブレ{ンストーミングをはじめ

いくつかの方法があるが，広く実

用性を認められているのはRAND

CORPORA TION のデルファイ・

メソッドがある. これは専門家ヘ

アンケ{卜をだして，それを整理

したものを送り返し，それに対す

る凶答ぞ求める方法である.

②探索的手法 外挿法のような演線的技術予測.

③規範的手法 社会の要求をもとに技術予測を

行なうもの.宇宙開発.

④ フィートパック手法 第 2. 第 3 の手法の組

み合せ.

技術予測は規範的態度から出発すべきである.

有効な情報に近づくために，情報交換の広場が必要

が必要でゐる

特別講j寅 |システムと ORJ

早大 松田正一

行動システムとして組織体をとらえて OR との関

係を論ずる予定であったが，時間の都合でシステム

に AUTOMATION 理論を適用するという試み告

発表した.

混とん (CHAOS) から体系的 SYSTEM を作る

規則がシステム・ルールであり目標ゃ手法の指定や

そ他を決定するものである.そのほか主体の行動を

CONTROL する活動や行動ルールについても述べ

られた.

しかし，これはシステム理論のひとつとして AU

TOMATION の理論を適用するとうまく説明でき

るとして，その適用にのみ重点がおかれ，講演者の

みが楽しく遊戯をされている感じがして，はたして

AUTOMATION の理論を適用して，難解な SYS

TEM 理論を作っても，それが現実の企業にどのよ

うにむすびっくのが疑問である.

特別講演

「情報産業とその発展について j

松下通信工業 唐津

氏は昨年情報産業視察団のメンバーとして米国へ

行かれた. これはその時の視察結果を中心にした話

である.

日本未来学会というのがあってそこで言われてい

ることには現在の工業化社会(国かの象徴ニ工業力，

生産性)から将来は情報化社会(情報が価値の中心

となる)へと移るであろう.そして ζ の情報化社会

の推進力として Computer と通信線が大きな役割

をはたすであろう.

情報を扱う手段，アメリカでは1957年ATTがデ

ータフォン・サービスを開始しコンピュータ{の大

衆化を図った.これは電話線を使って Computer を

使おうというものである.今やコンピューター・エ

リートの時代ではない.誰でも Computer を使える

様になってきている.その例を 2 ， 3 あげる.

1. 米国では Computer のショウには Computer

本体は裏へ回って表面に出ているのは端末機で

ある.

2. 会話形式で劇場，野球場等の切符を発行する

コンピューチケット 3000台

3. 電話線を使って心電図を送り，ワシントンに

それを受けて解説する Computer を置いて心電

図の解説. 25.000件J月

情報産業とは何か

(プリンストンマハルーフ今は知識産業といっている)

1.研究産業

2. 教育産業
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3. "7スコミ産業 2 米国は物と金を生みだすことに努力してきた

4. 情報サービス)Iþ:業 が今一つ必要なものに知識がある.これをどこ

5. Hardware を作る序業 でもすぐに利用できる様む Knowledge Net. 

6. 通信 1卒業 work 令作んう.

1守 t己注目したいのは教育産業で，ジョンソン前大統 情報産業の中で特=異な地位を山めているものに

領の演説を紹介された System Design がある. (ここで中野氏役所の話が

1. 未開発援助について，金，物をやってもだめ 出る. ) 

だ.教育である.貧困との戦いは教育から始ま N. Wieher は次の様に言っている. .rm ち， 情報の

ろ. 移動と物の移動は同値である.

春季研究発表会報告第 1 会場

第 1 日午後，第 1 会場 (5 月 21 日) に依存して決まるから，との条件が満たされるのは

特別講演が 2 件，研究発表が 8 件あった.研究発 困難であろうという.乙れは認定の方法にかかわり，

表は主として交通問題が~:~心となった OR の定義， それは価値判断の問題であるので，この種の問題に

有効性，役割などは何度となく議論されていながら， 対してコンピューターは useless であろうというこ

いつも新鮮に問える話題の一つである 最初の講演 とであった.概して裁判官をとりまく人に(弁護士，

「システムと ORJ (早大，松田正一教授)は，と 立法機関等)からみた法律についての話であって，

の問題に対して，システム観に立ってOR を見ょう 裁判jそのものについてのコンピューター使用にはふ

とするものといえる.システムの定義に始ってOR れられなかった.教授は，立法学の分野で，やらな

の位置づけに及ぶものであったが，残念なことに， いで、怠っていると法律の聞に矛盾が起ること (neg.

システムそのものについて大半の時間が過ぎたため ligence) をきけるために， コンピューター使用の

に，また司会者の聞き違いもあって，肝心の iOR 可能性を示唆されていたが，やらないでおくと，不

との関連」の部分が省略されてしまった いずれ学 公平な裁判結果が現れるという negligence はない

会誌にも掲載されることと思うが，省略された部分 のであろうか.

もぜひ載せて頂きたい.次はウイスコンシン大学， 研究発表の方は，いつもの ζ とながらそのせっか

Samuel Mermin 教授(現在神戸大学工学部)によ 〈の苦労がよく伝って乙ないものが多い.いきさか

る，アメリカの法律分野におけるコンピュータ使用 ぜスヂャーがオーバーなのが気になったが，問題点

状況についての講演があった.まず，法律の分野に が理解し易いととも手伝って，上手に説明したのは

おいて，乙れからコンピューターが活躍する可能性 ‘エレベータ交通の平常時における乗客到着モデル

のある領域を 5 つ挙げ，その中で最も重要なのは， の提起三菱電機 小池将貴氏他)であった.エ

弁護士が法律や判例の探索のため p::: コンピューター レベータの操作方式を開発するためにシミュレーシ

を使用することであるという. 3 百万件の裁判と 5 ョンを行なう必要にせまられた発表者等は，その基

百万ページにのぼる判例がすでにあり，年々噌加し 礎データとしてエレベータ利用客の到着パターンを

ている.また条文は文書(こして百万ページから成り， 求めようとする.利用客はグループを単位としてポ

これに州の内規や行政上の規則等が加わるそうであ ア、ノソン到着し，ゲループの大きさは，それから 1

る.この data retrieval に関してつの方法(一つ 令ヲ|くとポアッソン分布に従うであろうという仮説

は資料をすべて store する， もう一つは要約と key- を立て，実際に観測し，適合度をがー検定によって

word を store する)についての実験例と，現在実 試す.乙の種の問題にはよくぶつかるせいか一種の

施されているシステムについての説明があった.辰 親近感を覚える.発表者等が，内分の仮説にわくわ

後に政活科学者が興味を持つような，裁判結果を予 くしながらエレベータの前に立って.ストップウォ

ilìlJすることにふれ，予測がうまくゆく条件として ッチ片手に記録する姿が，目に浮かぶような気がす

‘同じ裁判所は同じ判例について同じ態度で判決を るのである.最近あま打お目にかかれなくなった一足

下す。 ζ とが必要だが，判例の類似性は多くの要素 本的な科学的態度，仮説一実験ー批判のサイクルそ
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一応踏んでいることが好ましく，また普通の場合に

(:}:，この穐の問題は非常にどろくさくなって，論文

として発炎寸ろのには勇気力、、るものだが， グルー

プの分布 lこ対する仮説が変ってし、るのをポイントと

して発表した努力を買いたい.

しかしながら，グループの大きさから 1 をヲ|くと

ポアッソン分布に従うとし、う仮説とその仮説を導い

た根拠は，いささか不自然な感じがしないでもない.

詳通で、あればまず幾何分布を試してみるところであ

ろうし，この場合もその方がよく合うように思える.

また複合分布を扱う場合，到着のグループの分布の

独立性が仮定に含まれるのだが，その点にふれられ

ていないのは残念である シミュレーションでは各

分布を独立に発生するのであろうから，いっそう重

要な点であった. これらの仮説を受け入れるかどう

かについては，形式的な統計的検定に頼るのではな

く，直接にエレベーターの操作方式への影響の点か

ら決める方法による方が望ましかろう.シミュレー

ションがそのためにも使えるのではないか.共通な

話題のせいか，質疑応答が最も活発であったのが印

象に残った.

ターンパイク理論を思わせるのが‘連結された 2

つの道路網の最短経路. (東芝江口法二氏他).高

速道路のある入口から入ったらどの出口(ランプ)

から出るのが従ってどのような経路をとるのが目的

地へ最短時間で着く ζ とになるか.ζの問題をラベ

リング計算と D. P. を使って実際に解いてみたとい

う実験である.一般道路と高速道路の 2 つの道路網

がランプで‘連結。されているというのがこの標題

の意味である.一般道路では交差点で右折禁止や一

方通行または交通渋滞があって，これらが所要時聞

に影響し，道路網の制限条件となる.勿論一つの道

路網の問題としても解ける訳だが，一般道路網は条

件が複雑であるので，それを先に処理(各ランプか

ら各目的地までの最短経路を求めてしまう)して，

あらためて高速道路網の入った最短経路問題を解く

という形にする 本来の目的は，高速道路の利用者

に目的地こ、との最適な出口と経路を示すことであっ

たそうだが，入口40ケ所，目的地60ケ所， ランプ45

ケ所，交差点180ケ所の規模の都区内の例に対して，

発表者等の方法では約 1 時間半の計算時聞を要する

ので，交通事情の急変には対処出来ないだろうとい

うこと Tこっ?こ.

ターンパイク精神は国鉄の貨物輸送にも現われる.

‘一般のネットワ{クにおける貨物集結問題。(鉄

道技研，鈴木誠道氏). 各地で発生した貨物は， 最

寄りの拠点 lこ集結され，そこから大域的な輸送手段

によって目的地に近い拠点にiきられる.ある拠点を

:H発した貨物は，いくつかの拠点を通過して目的拠

点まで運ばれるが，途中の拠点では中継のための作

業時間を必要とする.そこでこのロスを少なくする

ために直通列車を住立てることを考える.高速道路

網l乙更にもう一段上の超高速道路を設定するような

ものである しかし一本の直通列車を仕立てるのに

は，それに応じた貨物がたまるのを待つためのロス

があるのでむやみに仕立てる訳にも L、かない.従っ

て貨物の輸送に要す.総滞留時間を最小にするよう

な輸送方式が問題となる.これを非線型計画問題と

して定式化する乙とは可能であるが，正面から解く

のは大変なので，簡易解法を提案する.総滞留時間

を最も減少させる可能性のある拠点間K，直通輸送

を設定することから始めて，遂次修正しながら次の

可能性を操り，総滞留時間の減少が得られなくなる

までくり返す方法である.このような解法の要点は

解の一意性と，収束性にあるのTごが，その肝心な点

を聞きもらしてしまった.

同じく鉄道のことを扱った研究でホOn the Net. 

work Representation of the Railroad Traffic 

Capacity' (中央大 山田孜氏)がある. あらかじ

めスケツュールされた急行列車の聞に，待避する普

通列車を何本通すことが出来るかと L、う線路容量の

問題を解くために，グラフに表現すれば，最大本数

がそのグラフの minimal cut として求まるという

点に着目し，いくつかの典型的な場合のグラフ表現

を与えるものである.グラフ表現が可能であっても，

定式化は困難な場合もあり，グラフ表現の有効さを

主張する.

これらの他l乙，興味ある研究発表が 4 件あったが

省略させて頂く.今回の発表会を通して，研究発表

が43件あったが，そのうち大学，又は研究所の方達

によるものが35件，会社関係の方達のものが 6 件，

その共同によるものが 2 件であった.現場の人達の

間からもっと多くの発表があることを念じつ h 家路

についた.終了は午後時を過ぎていた.

(記渡辺忠)

5 月 22日第 1 会場 (9. 00-12. 00) 

ζ 乙で発表された 8 件はすべて待ち行列の問題に

関するもので，各種モテ、ルの理論的な解析l己主な関

心が注がれている. Multiqueue, Tandem queu , 
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Finite queue などの解析がそれで‘ある. ζ れらで 5 月 22 日 第 1 会場 (13.00-14.00)

は，系の状態方程式から出発する常用の手段で，待 技術評論家としてマスコミ界で活援している唐津

ち行列の諸特性が導かれている.また，最近話題の 一氏の「情報産業とその発展について」と題する特

T S S (計算機共同利用方式)に関連して，待ち行 別講演である.情報の価値を強調し，その伝達手段

列のモデルが 2 件提案されている.ともに，解析結 をも含めた情報システムが，情報産業として今後の

果は極めて複雑で，数値例がないとその様相は把握 重要な国家的地位を占めていくことを指摘している.

しにくい.また， 5--S政策の在庫モデルに関連して， 氏のもつ独得の話術IL加えて，豊富な話題が随処l乙

在庫期間を問題とした待ち行列モテソレが提案された 引用され，情報産業の意義と重要性がいつの間にか

が，その着想が面白く，結果も簡明IC表示されてい 深く認識きれる 1 時間であった.

たのが印象的である.

NHK 見学記

第四回春季大会が風かおる 5 月 21 日より 23 日まで 映画説明及ぴコントロール・センター， EDPM室

行なわれ，総会並IC研究発表会は多数会員の参集の の見学をした.乙のシステムは放送の企画，立案よ

下に盛大に行なわれた.ζの大会の見学会を23 日 N り進行の一切がコンピューターによりディスプレー

HKの番組技術システムについて行なうことを発表 上に指示され，間違なく進行管理が行なわれるよう

したと ζ ろ， 200名 IL及ぶ多数の申し込みがあり， になっている.端末よりの質問に対して問答型式で

学会としては一人でも多くの人に見学してもらいた 回答が得られ，とれによって進行が非常に正確に又

い意向であったが， NHK としては諸般の状況より， 迅速となり更に入手が大いにはぷかれる.更にこの

多数の見学を受け入れられないということであった. 巨大なシステムには多くのOR手法が用いられてい

従って地方の人々を優先し，在京の人々には別に機 るとのことであった.機械室の区大な電子計算機一

会を作る ζ ととして90名の人々が実際IC見学会に参 1 MB360モデ、ル501 ， 1 BM1800各 2 台には見学者

加した.見学当日は夏を思わせる暑い晴天で，朝 9 同が驚嘆させられた.また放送センターとの聞の

時30分に一同が代々木の放送センターに参集した. 伝送路に4800ボーの信号を送っていたのは日本では

放送センターκおいては，先ず一般ルートで番組制 こ乙しか見られないものであろう.全般均に見れば

作の実際がひと目でわかる番組制作工場を見学し NHKであればこそこのような巨大なシステムが実

更にスタジオの見学を行なった.一般には見られな 施され得たので今更ながら NHKの隠れた実力をま

い理科学用スタジオやテレビドラマのセット等を見 ざまざと見せられた思いがする.

て，更に放送を監視している電気空調監視室で内幸 このようなことは見学した会員すべてが感じたこ

町より送られた情報がカソードレーディスプレーに とと思われる.

表示され，それによってプログラムの編成を行なつ なお本見学に対して種々の御面倒をおかげした経

ている状況を見ることができた.午後内幸町のNH 営情報室総務の坂倉氏に対して厚く感謝の意を表し

K において番組技術システムの見学を行なった.人 て筆をおく原野秀永記)

数の関係上 6 班I己分けて番組技術システムに関する
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